
冬の特別企画「気になる 木になる？冬の里山里海湖！」 

 

 

 

 

                 里山の恵みである「木」は、薪や炭に使われ、昔の暮らしにおいて

なくてはならないものでした。今回、その「木」の役割を学び、寒い

冬を暖かく、気持ちよく過ごしていただけるような体験イベントを

開催しました。 

                 当日は、雪が降ったり、時々強風に見舞われたりしましたが、たく

さんの家族連れや観光客の方にお越しいただきました。 

各コーナーの様子をご紹介します。 

 

 

【薪割り体験×薪ストーブピザづくり（1/27）】 

  雪が降り、時折強い風の吹く中、元気な家族連れが

参加してくれました。 

最初に、嶺南の山で間伐されたスギを使用して薪割

りをします。参加者のほとんどが初めての薪割り体験。

ふるさと研究員の萩原茂男さんから「腰を落として」

「まっすぐに」などと教えていただき、斧を握りチャ

レンジです。最初は恐る恐る斧を振り下ろしていた子

どもたちでしたが、薪を二つに割ることができると、

「やった！」、「もう一度やってみたい」など、喜びの

声をあげていました。 

萩原さんからは、「薪」を使ってご飯を焚いたりお

風呂を沸かしたりしていた昔の里山の暮らしのお話

も聞くことができ、学びの多い体験となりました。 

薪割りで体を動かした後は、お待ちかねのピザづく

りです。生地を伸ばし、ベーコン、タマネギ、コーン

やチーズなどお好みの具材でトッピングします。研究

所に設置している薪ストーブに入れて１０分待つと、

熱々のピザができあがります。 

ピザが焼き上がると、三方湖の野鳥を眺めることが

できる特等席で試食です。「やわらかくておいしいね」、

「薪ストーブは暖かいね」などと話しながら、楽しい

時間を過ごしていました。 

 

日時：平成３０年１月 2７日（土）、2８日（日）10:00～16:00 

場所：福井県里山里海湖研究所 



 

【アロマスプレーづくり（1/28）】 

アロマオイルといえば、ラベンダーやミントなどの

西洋のオイルが有名ですが、日本の樹木からとれるア

ロマオイルがあるのをご存じですか？その香りについ

て知っていただくため、ルームスプレー作りの体験講

座を開催しました。 

最初に、講師の小林容子さんが、スギやクロモジとい

った日本の樹木の香りの働きについて丁寧に説明をし

ました。「集中力が高まる」、「リラックス効果」など、

木の香りにはたくさんの働きがあることを知ることが

でき、参加者は興味津々でした。 

その後、今回用意したアロマオイルの香りを試し、自

分の好みの香りのオイルでルームスプレーを作りまし

た。小さいお子さんも上手に作ることができていまし

た。「木の香りの働きに驚いた」、「簡単なので家でも作

ってみたい」との声を聞くことができました。 

 

【木の香りあてクイズ（1/28）】 

 スギ、ヒノキ、クロモジ、マツ 四種類の木の名前を

香りで当てていただくクイズです。私たちの身近に生

えている木ですが、香りで判別するのは意外に難しか

ったようです。 

 正解者には、研究所オリジナルのどんぐりキーホル

ダーをプレゼントしました。 

 

【たき火 de 焼き芋（1/28）】 

研究所の隣の広場で、木枝や炭を使って火をおこし、

福井県あわら市特産のサツマイモ「とみつ金時」を焼き

ました。 

雪がたくさん積もっている中、たき火は勢いよく燃

え上がり、３０分ほどでホクホクとした焼き芋ができ

あがりました。待っている間に、元気に雪遊びをしてい

る子どもたちもいましたよ。 

寒空の下でしたが、参加された方は、温かくて甘い焼

き芋を笑顔でほおばっていました。 


